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第2報　シクラメンの生育におよぼす温度の影響

　中山昌明
信州大学農学部疏菜花卉研究室

至　緒 言

　シクラメンは，わが国では冬期の代表的鉢花であるが，その栽培には普通猛～16か月の長

期間を必要とする。したがって栽培中に遭遇する周年の温度変化に対し適切に対応しなくて

はならない。ところで，わが国の栽培地の多くはシクラメンの生育適温3・ゆから考えると夏

期は高く，冬期は低い。とくに夏の高階は冬の低温と異なり，制御することが難しいだけに，

栽培期問の短縮化や病害対策などの点で多くの魍難な問題が残されている。

　本実験は温度管理のための基礎資料を得る目的で，実際栽培の過程で遭遇するような温度

条件を幼萬期，成苗期および開花期のそれぞれの時期別に設定し，温度と生育の関係を調査

した。

　実験は1964～1972年にわたって行なったものである。

豆　実験材料および方法

　実験1　三島期の高温と生育

　1971年9月10口に播種した本葉1葉期の品種フユールバークの実生を昼間（6a．m．～6p．

m．）温度20。Cに，夜間（6P．　m．～6a．　m．）温度5。，10。，15。および20。Cをそれぞれ組み合せ

た4っの夜温区で，12月10日から翌年3月20βまで110日間栽培した。供試個体数は各区そ

れぞれ40個体とした。これらの個体は実験開始！週楼司前に42×36×5．5cmの4つの平箱にそ

れぞれ40掴体ずつ植えつけた。調査は実験終了時に・各区20個体を掘り上げ地上部および地下

部の生育と葉および塊茎の乾物率を測定した。実験は常州大学農学部のコイトトロンを使用

して行なった。

　実験2　成苗期の温度と生育

　1963年10月下旬に播種した本葉6～7葉期の品種サーモンピンクの実生を昼温300C，夜

温250Cと昼夜温20。　Cの2つの温度条件で，1964年8月22　Eiから翌年1月13鷺まで144　Ei間

栽培した。供試数は各区それぞれ10個体とした。これらの燗体は実験開始1選間前に3号

（9cm）素焼鉢から4．5号（13．5cm）素焼鉢に植えかえた。調査は実験開始後約15鷺閥隔で
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Tab玉e　1．　Experimental　design　a総（1　materials

Temperature

　（C。）

Day
20

20

20

20

Night

20

15

10

　5

No．　of　plants　　　No。　of
eXamined　　　　　　　　IeaVeS

No．　of　flower　buds

A B

∩
）
0
0
（
U

1
1
1
1

41．7

40．6

41．4

41．3

10．8

11，6

11．3

11。0

28。5

25．0

26．7

25．5

Avarage 10 41．0 11．2 26。4

　　　　　（cv．　Vuurbaak）

A：The　number　of　fiower　buds　in　wh童ch　the　scape正ength　is　within　5　and　10　cm．

B：The　number　of　flower　buds　in　which　the　scape　length　is　less　than　5　cm．

展葉数をかぞえ，また実験終了時に地上部および地下部の生育を全個体について調べた。実

験は京都大学農学部のファイトトロン内で行なった。

実験3　開花期の夜温と開花数および花の品質

　開花初期の段階にあった品種フユールバークの個体を表一1にに示す4つの異なった夜温

区で，！971年！2月1EIから翌年1月！4　i三｝まで45　i羅閥栽培した。供試半歩平ならびに実験開始

時の葉数および花蕊数は表一！に示すとおりである。ただし花梗長が10cm以土の花蕾はす

べて処理開始前に抜きとった。調査は開花数を実験開始時点で花蕾の花梗長が5～！0Cmで

あったものと5cm未満であったものとに分けて行なった。また開花したものの花梗長と花

の寿命を！個体につき3花ずつ調査した。花梗長の測定は開花5日後に行ない，花の寿命は

開花から花色の退色が始まるまでの鷹数とした。実験は信州大学農学都のコイトトロンを使

用して行なった。

実験4　開花シクラメンの低温限界と組織搾汁液の浸透圧および電気伝導度

　低温限界：同一条件で鉢（15cm素焼鉢）栽培された品種フユールバークおよびピュアホ

ワイトの開花個体を一一1に示す4つの異なった低温区で処理を行なった。区の設定にはい

すず製作所製の恒温器を使用した。処理個体数は各品種，各区2個体を用いた。処理繊体の

処理開始時における生育状態は葉数が42±3枚，開花数は13±1個，花蕾（花梗長：が3cm

以上）数は17±3個であった。低温処理後は温室（最低10QC）内に移し，処理終了後2週

間以内に現れた低温による障害程度を器官別に観察した。すなわち，葉，花および花蕾につ

いては凍死したものと障害を受けたものとに分け，塊茎については表皮層をはぎとり，表皮

と接する皮層薗の変色の有無および塊茎切断面の変色の有無を判定した。結果は処理開始時

の各器官の数に対する％で表示した。

　浸透圧および電気伝導度：上記材料と同様な条件で栽培した両品種の開花株各5個体を用

いた。それらは器官別（葉身，葉柄，花弁，花蕾，花梗および塊茎）に分離し，直ちに舶熱

法9）でそれぞれ組織搾汁液を採取し，搾汁液を遠心分離した後その上澄液につき，浸透圧は
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Fig．1．　Method　for　low　temperature　treatment．

氷点降下法により，また電気伝導度は電気伝導計（東亜電波KK製）により測定した。

皿　実　験結　果

実験1　幼苗期の夜温と生育

　表一2および図一2は実験終了時の各区の生育を示したものである。生育の最も大であっ

たのは夜温20。C区で，夜温がそれよりも低くなるにしたがって生育は明らかに抑えられた。

20。Cを100とした各区：の細体当りの全生体重の比率は15。C区が89，100C区が61，5。C区が

52％であった。器官別では葉数，根数および根重に対して夜温の影響が比較的少なく，葉重，

最大葉径，塊茎重および花芽形成に対してその二三が大であった。

Tab至e　2．　E費ect　of　night　temperature　oll　the　growth　of　seedling　in　cyclanlen

　　　　　　（cv．　Vuurbaak）．

Temperature

　　（C。）

Day
20

2G

20

20

Night

20

15

10

　5

L．S．Dat5％

　　　　1％

　　　　Width

齪簾臨、’f
　　　　（cm）

齢f謙認§野玩驚織続
　　　　　（9）　　　　　（9）　　　　　（9）　　　　　（9）

8。5

8．7

7．5

7．3

3．8

3。4

3．2

2．7

19．7

17．9

王8．1

16．0

2．6

0．9

0

0

4．1

3。5

2．2

1．7

1．7

1．6

1．3

1．2

3。5

3．2

2．2

2．0

9．3

8．3

5。7

4．9

0．75

1．00

0．19

0．26

0．92

1．22

0．30　　　　0．15

0．40　　　　0，20

0．24　　　　0．48

0．32　　　　0．64

Experiment　was　started　at　one　leaf－stage，　and　the　growth　of　seedling　was　1ユユeasured

at　the　IIOth　day　after　starting　time．

The　number　of　plants　examined　was　20　in　each　temperature　plot．



4 信州大学農学部紀要　策16巻簗1号（1979）

高

熱
淵
繍く

韓一緯∫

Fig．2，　Growth　of　seedli無g　as　a鉦ected　by　varlous　night　temperature

　　　　conditio登s　at　the　luve1ユile　stage．　Photograph　was　taken　at　the

　　　　110th　day　after　starti亘g　tirne　o乏　tre段tment．

20－20：at　20。C　day　and　20。C　night，　20－15：at　20。C　day　and　15。C　n圭ght，

20－！0：at　20。C　day　and　／0。Cエユig鼓t，　20－5：at　20QC　day　and　5。C　night．

Table　3．　Effect　of　nigh之temperature　on　the　weight　of　dry　matter　in

　　　　seed正i11gs　of　cycla瓢e無（cv．　Vuurbaak）．

Temperature
　　（Cり

Day
20

20

20

20

Night

　20

　15

　10

　5

Weight　of　dτy　matter　per　p正ant
　　　　　　　　（9）

Leaves

O．42

0．33

0．20

0．16

Tuber

O．53

0。44

0．29

0。25

Total

O。95

0．77

0．49

0．4！

Rate　of　dry　matter
　　　　（％）

Leaves

10．2

　9．5

　9．3

　9．5

Tuber

15．2

13．9

13．2

12．6

Whole＊

12．5

11．6

11．2

11．1

Experime且t　was　started　at　one　Ieaf－stage，　and　the　weight　of　dry鵬atter　was　measured

at　the　110th　day　after　starting　time．

The　number　of　plants　examined　was　20｛藍each　temperature　plot．

＊Whole　means　that　leaves　and　tuber　are　measured　altogether．

　表一3は実験終了時における各区の植物体の乾物重および乾物率を示したものである。偲

体当りの全乾物重は生体璽とほぼ同様な傾向を示し，夜霧が低下するにつれて明らかに減少

した。乾物率は夜温の低下にともなって減少傾海を示したが，とくに塊茎において顕著であ

った。

実験2　成苗期の温度と生育

　図一3は展葉数の増加経過を示したものである。この図にみられるように昼温30。C一夜

温25。C区（以下300C－250C区と略す）は昼夜温200C区（以下20。C区と略す）に比較し
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F三9．4．E貨ect　of　temperature　o簸the　development

　　　of　flower　buds　in　cyclamen．

　　　Photograph　was　taken　at　the　144th　day　after

　　　startiH呂　ti1〕ae　of　treat11aellt．

　　　Above：plants　grown　at　20QC　day　and　night．

　　　Below：pla撹s　grown　at　30。C　day　aRd　25。C
　　　　　黛ight。

Table　4．　Effect　of　temperature　on　the　growth　of　cyclame黛（cv．　Salmon　Pink）．

Temperature

　　　（C。）

Day
30

20

Night

　25

　20

S董gnifica温ce

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Length

蠣。d齢懸欝・
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（cm）

Breadth
of

tuber

（cm）

階膿細，
　（9）　　　　（9）　　　　（9＞

R／T

23。0

27，王

26．8

17．3 　
9

　
ロ

0
∩
）

2，7

14．6

0．83

1．24

76．6

111．9

21．6　　　　98．2

28。8　　140．7

0．28

0．26

△ △△ △△ △ △△ △ △△ N．S

Experiment　was　started　at　stage　6・一71eaves，　and　the　growth　of　plant　was　measured　at

the　144th　day　after　the　starting　time，　The　number　of　plants　examined　was　lO　ia　each

temperature　plot．

△：signi且cant　at　the　5％1eve1，△△：sign澁cant　at　the　1％le、7el，　N．S：no　s三9ni責cant．

＊　Number　increased　during　tlle　course　of　the　experiment，

＊＊Includ撫g　with　the　tuber　weight．

て二葉数の増加が緩慢で，唖者の葉数の差は日数の経過とともに大きくなる傾晦がみられた。

　　表一4は実験閉始時から終了時までの葉および花蕾の増加数，終了時の最大花梗長，開花

数，塊茎の横幅，地1二二部および地下部の重量を示したものである。すなわち，花蕾数を除く

他のいずれも20。C区が30。C－250C区々こまさった。とくに花梗長および地上都重において

爾区の差は顕著であった。一方，花蕾数は30QC－25。C区が20。C区のそれよりも約50％多
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かった。開花は20。C区では1個体当り約1個の割合でみられたが，30。C－25。C区では全

くみられなかった。月一4は両区の実験終了時における花蕾の発達状態を示したものである。

　巽験3　開花期の夜回と開花数および花の品質

　図一5は各区の開花数の経時変化を示したものである。この図から明らかなように，開花

開始期は低い夜湿区ほど遅れ，また一定期間内の開花数は夜温が低い区ほど少なくなる傾向

がみられた。実験開始疇の花蕾の発達程度と開花との関係では，花蕾の発達程度が進んでい
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Fig．5．　Efεect　of　night　temperature◎n　the　increasing　Progress

　　　of　the　nurnber　of　flowers　in　cyclamen（cv．　Vuurbaak）．

　　A：Flower　buds　i黛which　the　scape　leRgth　was　with量n　5　and

　　　10cm　at　the　starting　tirne　of　treatrnent．

　　B：Flower　buds　in　which　the　scape　le鷺gth　was　less　than　5

　　　cm　at　the　starting　time　of　treatment．

Table　5．　Effect　of　night　ternperature　on　the　number　of　f1Qwers，

　　　　Iength　of　scape　a且d　longevity　of　f玉ower　in　cycla撫en

　　　　（cv，　Vuurbaak）

Temperature
　　（C。）

Day
20

20

20

20

Night

　20

　15

　10

　5

L．S．　D　at ％
％

「
0
1

No．　of　flowers零　　Length　of　scape’1【＊　　Longevity　of且ower＊＊＊

25．6

20．3

16．1

14．2

16．9

18．1

18．3

17．3

17。3

25．3

28．7

33，6

1．7

2．0

0．9

L2
1．7

2．3

　＊The　number　of且Qwers　per　plant　bloomed　at　for　45　days　after　the　starting　time　of

　　treatment。

＊＊The　length　of　scape　at　the　5th　day　after　f玉owering．

＊＊寧Days　from負owering　to　the　fading　start　of　peta1．
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たものより，遅れていたものの方が開花に対する夜温の影響が大であった。

　表一5は期間中の総開花数，花弓長および花の寿命を示したものである。すなわち，総開

花数は夜温の低い区ほど少なかった。花梗長は15。C区および10。C区が比較的長く，200C

区および5。C区では比較的短かかった。花の寿命は5QC区が最も長く，夜温．がそれよりも高

くなるに．つれて短かくなった。

鍵験4　開花シクラメンの低湿限界と纏織搾汁液の浸透圧および電気伝導度

　2．5。CおよびQQCの両三においては処理中葉および花弁には何らの変化もみられなかった

が，一2。Cおよび一4QCの海区では明らかな変化が観察された。すなわち，一2。C区では

一1．50Cに気温が低下したとき，葉および花弁の周縁部に水浸状の斑点が現れ，さらに一2Q

Cに下ったとき，それら斑点は大きさを増すとともにその分布は周縁部から中心部へと拡が

った。一4QC区では温度降下が一20Cまでは一2。C区とほぼ同様の経過をたどったが，降下

が一2．50Cに達したとき，葉および花弁は全体が水浸状を呈し，葉の斑紋は完全に消失し，

花梗の倒伏するものがみられた。さらに一3。Cに達したとき，葉および花弁の一部は凍結を

始め，一4QCでは凍結が個体全体におよんだ。観察中，各区の撮種間の相違は明らかではな

かった。

　表一6は処理後2週間内に観察された低温による障害程度を門門男乗に示したものである。

それによると，2．50Cおよび0。Cの両区では障害の徴候は全く認められなかった。しかし

一2。C区では明らかな障審がみられ，一40C区では全個体が凍死した。一20C区の障害程度

を爾品種について器官頒こ比較すると，葉ではピュアホワイト（PW）で4％の凍死がみら

れたが，フユールバーク（VB）ではそれがみられなかった。また障害（葉紋が不鮮明とな

り，葉面の光沢がなくなる）率はPWが21％でVBの9％よりも高かった。花では練死率は

尚品種ともに10％であったが，障害（花弁の一部が凍死）率はPWが90％でVBの63％に比

較して高かった。花蕾の凍死率は1）Wが27％でVBの7％にくらべて高く，障害（奇形と

なる）率もPWが37％でVBの26％より高かった。

Table　6，　CriticaHow　temperature　of　cyclalllen　at　the　flowering　stage。

Cu正tivar

VUurbaak

Pure　White

Temperature
treated　（。C）

2．5

0

－2．0

－4．0

2，5

0

－2．0

－4．0

Rate　of　frost　Idlli駿9

　　　（％）

　　　　　　FIOwer　　　　　　　　　　TuberLeaves　Flower
　　　　　　bud
　O　　　O　　　O　　　O

　O　　　O　　　O　　　O
　O　　　10　　　7　　　0
100　　　100　　　100　　　100

　0　　　0　　　0　　　0

　0　　　0　　　0　　　0

　4　　　10　　　27　　　0

100　　　100　　　100　　　100

Rate　of　frost　damage
　　　　（％）

　　　　　　FlowerLeaves　Flower　　　　　　　　　　Tuber　　　　　　bud
　O　　　O　　　O　　　O

　O　　　O　　　O　　　O
　9　　　63　　　26　　　0

O
A
）
1

　
　
2

∩
V
O
（
U

　
　
9

0
0
7

　
　
3

（
V
O
O

The　ObSerVatiOn　WaS　made　Within　tWO　WeekS　after　treatment．

The　method　of　low　temperature　treat鵬ent　was　shown　in　Fig．1．
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Table　7．　Osmotic　pressureこnd　electric　conductivity　of　squeeze　juice　in　each

　　　organ　of　cyclamen　at　flower1ng　stage．

　　　　　MeaSurel鷹e工1tCultivar
　　　　　items

Vuurbaak
P

EC

Pure“τh至te
P

EC

Leaves　expanded Flower

Leaf－blade　Petiole　　Petal　　Scape

F至Ower
　　　　　Tul）erbud

7．10

1．06

7．22

0．84

7．65　　　　8．19　　　　8，70　　　　7，22

0．65　　　　0．43　　　　1．OI　　　　O．45

6．62

1．12

6，50

1．20

6．98　　　　6．50　　　　7．47　　　　5．90

0．70　　　　0．53　　　　1．08　　　　0。30

P：osmotic　pressure，　EC：electoric　conductivityμδ／cm（×10り

　表一7は器官別組織搾汁液の浸透圧および電気伝導度を示したものである。浸透圧はいず

れの器官もVBがPWにくらべて高く，電気伝導度は塊茎を除く他のいずれの器宮もPWが

高かった。器官刷にみると，浸透圧は花隈および花が比較的腐く，塊茎および葉が比較的低

かった。電気伝馬度は葉および花暦が比較的高く，塊茎および花が比較的低かった。

w　考 察

　シクラメンの生育と温度に関してはこれまでに幾つかの報告がなされている。その中で

Postlo）は幼苗期には15。～20。Cが，成薗期から開花期には12。～15QCの湿度が生育に最も適

していると述べている。またMaatschら3）は種々の温度下で栽培した結果20。～22。Cで胴花

期が最も早まったと罰している。これらの研究から，シクラメンの生育適温はおおむね15。

～20。Cの範囲ではな：いかと推定される。ところで，栽培期間の長いシクラメン栽培では上

記のような適温の時期は限られてくる。とくにわが国の場合，周年シクラメン生産が行なわ

れている西部ヨーロッパと比較して夏は暑く，冬の寒さは厳しい地帯が少なくない。したが

って季節の温度較差は大きく，適温期間も短い11）。このような点から考えてもわが濁のシク

ラメン栽培には年高の温度変化に対してより高い対応技術が要求されるものと考えられる。

　以下本実験で得られた結果をもとに，各生育段階における温度と生育について若干の考察

をカロえたし・。

　幼苗期の夜温と生育：シクラメンの育苗期は普通9月から翌年の3月頃までで，葉数で6

～8枚位に苗が育つまでの時期を指すが，これにははっきりした規準は特にない。ところで

この時期の苗の生育に大きく影響すると考えられる要因に二丁があげられる。実験1はこの

時期の夜温の影響を知るために行なったものである。昼間の温度が適温（20QC）状態であ

っても温温がそれよりも低い場合，苗の生育は抑えられる。とくに夜温が！0。Cまたはそれ

以下でその抑制程度は著しい。また，器宮別では葉数，根数および根重に対するよりも葉重，

最大葉径，塊茎重および花芽形成に対して夜回の影響が強く現れている。これらの結果から，

幼苗期の夜温は苗の生育ならびに苗質に対し影響するところが大きいと考えられるので，育

苗にはこれらの点に注目する必要があると考える。
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　成霧1期の温度と生育：ここで言う成霊1期とをよ本葉7～8葉期から開花前までの生育1｝寺期を

指す。普通識；培では1この成苗卿1は6～9月の1気温の高い時期に札！当する。実験2は成苗期の

漏度とくに高温の影響を知る馴ii勺で行ゾよったものである。生育は高温（30。C－25。C区）下

で明らかに抑制される。とくに花蕾の発達に対してその程度が著しい。これは高温そのもの

が生育とくに花蕾の発達に対し高畠的に働いたこと，鶴化物質の消耗が高高によって増大し

たことなどがその理｝：癬として考えられる。Maatsch4），松本ら5）も高温（25。C）で花蕾の発

達は搾えられ，開花は著しく遅れることを指摘している。また画報6）の播種期実験でも成苗

期が高温期に当るような時期に播種が行な毒つれた場合には開花までに長い日数を要している。

　一般に低暖地では冷涼地にくらべ開花期が遅れるといわれている。その理由としては夏期

の温度瑛境の枳違が考えられる。ちなみに冷涼地に松本（標高616m），低暖地に1妓阜（12．8m）

をとって両地の7～8月の最高および最低気雛を比較す

ると，図一6に示すように最：高気温は両地ともに300C

前後で差は少ないが，最低気温では松本が約20。C，岐

阜．が約24。Cで爾地の問に約4。Cの差がみられる。もし

両地のシクラメンの開花期に相違がでてくるとすれば，

それは昼間温度よりもむしろ夜岡温度の影響ではないか

と推察される。しかしこの点に関しては今後の検討に待

たねばならない。

　先にも述べたように本実験の結果ではイビ奮；の発達は高

温で抑えられるが，一方，花蕾の数は高温で明らかに多

くなっている。これは花野の発達が抑えられることによ

って，逆に花芽の形成が促進された結果ではないかと考

えられる。

　開花期の夜警と開花数および花の品質：開花は普通10

～1！月から始まり，翌年の2～3月頃まで続く。実験3

は開花期の夜温が踊花数および花の品質に与える影響を

（
P
）
田
3
窪
銭
§

35

30

25

20

15

10

5

0

　賑aximum
　　　！／9、＼
　　9！　　　　　　＼
　／　　　　　　　＼

／
／

　　Minimun1
　　　　　へ　　。’ノ　　＼
　／　　　　＼
　／　　　　　　　　＼
／

’

　　Range

”、唖陶、，一一一●櫓師輪嘲r・

・一
latumoto

　一一一Gifu

6　　7　　8　　9
　　Month

Fig．6．　The　compar三son　of　air

　　temperature　between　Matu－

　　moto　and　Gifu　in　summer
　　season．　α941－1970）

Table　8．　The　relatiolユbetween　the　f至owering　num1）er　a簸d　days　after　the

　　　starting　tilne　of　night　ternperature　treatment　in　cyclal漁en．

Temperature
　　（。C）

Day
20

20

20

20

Night

20

15

　10

　5

Day＄requlred　ti11丘xed　Howering肌lmber

5 7＊ ㌧
レ01 14＊

18（100）

22（122）

25（139）

28（156）

21（100）

25（119）

29（138）

33（157）

25（1GO＞

30（120）

34（136）

37（148）

29（100）

36（124）

41（141）

45（154）

Whell　treatme批was　started，　the　scape　length　of　f1Q、ver　buδwas！0cm　or　less，

Parentheses　indicates　percentage　of　each員gure．

＊The　nu灘ber　of　flo、vers　per　plant．
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知るために行なったものである。開花数の増加速度は／l窯夜温ほど遅くなる。とくに夜温が

100Cまたはそれ以下でその傾向が著しい。表一8は一定開花数に達するのに要する日数と

四温との関係を示したものである。それによると，開花数が一定数に達するのに四温5QC

では20。Cの約50％，10。Cでは約40％，！5。Cでは約20％増の1ヨ数を要している。このこと

は夜営を調節することによって開花数の増加速度の調整が可能であることを示している。処

理開始時の花押の発達程度と胴花との関係では，花芽が進んでいたものよりも遅れていたも

のの方が響町湿の影響が強く現れている。このことから発達の遅れている花蕾ほど低夜温の

影響を強く受けることがうかがえる。

　開花から花色の退色が始まるまでの｝ヨ数は高夜温ほど短い。Maekawaら2）はカーネーシ

ョンの花弁の色素生成には階三下の温度が関係すること，高温（照明下）ほど色素濃度の低

下の時期が早まることなどを報告している。シクラメンの花色もその生成，分解に昼夜の湿

度が関係するのではないかと考えられるが，これらの点については今後さらに検討の予定で

ある。花梗長は10。～15。Cの夜温で比較的長くなり，夜湿がそれより低くても，また高くて

も短かくなる傾向がみられる。

　以上のように闘花期の二二は開花数に影響するだけでなく，花の質的な画に対しても影響

が少なくないと考えられるので，栽培にはこれらの点を考慮して湿度管理がなされるべきで

あると考える。

　開花シクラメンの低温限界と組織搾汁液の浸透圧および電気伝導度：開花中のシクラメン

の低温限界（直接的障害の現れる限界）について知ることは栽培，観賞の両立場から有意義

であると考える。実験4は開花最盛期のシクラメンの・器官別低温限界と組織搾汁液の浸透圧

および電気伝導度について調べたものである。低温障害は爾品種ともにOOCではみられない

が，一2。Cでははっきりと現われ，一40Cでは完全に凍死する。しかし一20C処理では障害

程度に器官や品種で差がみられる。すなわち，花弁や花蕾では凍死または著しい凍障害がみ

られるのに，葉ではその程度が軽く，塊茎では障害徴候は殆んど認められない。またフユー

ルバークはピュアホワイトに比較して障害程度は全体に軽い傾向がみられる。

　ところで耐低温性をみる1つの指標として組織搾汁液の浸透圧の比較が行なわれており，

それによると耐低温性と浸透圧との間には正の相関がみられる例が多い1・7・8・9）。本実験の結

果からは各三宮の間には一定の傾向は明らかではないが，晶種間ではフユールバークはピュ

アホワイトに比較していずれの三三の浸透圧も高く，外見上に現れた両品種の障轡程度の差

と符合するところがある。一方，電気伝導度については浸透圧とは全く逆の結果が得られて

いる。一般に浸透圧の増大には非電解質濃度の町方1：1が，また電気伝導度の増大には電解質濃

度の増大が反映されると言われている。シクラメンの耐低温性とこれらの結びつきについて

はさらに詳しい検討が必要であると考える。以上の結果から，直接障害を生じない低温の限

界は花弁および花野で約OQC，葉で約一1。C，塊茎で約一20Cであると推定される。

　以上幼苗期，成苗期および開花期のそれぞれの時期における温度の影響について検討した

が，さらに栽培湿度と他の環境要因との闘係とくに日照条件とのかかわり合について，掘り

下げた検討が必要であると考える。
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v　摘 要

　シクラメンの栽培過程で遭遇するような温度条件を幼苗期，成苗期および闇花期のそれぞ

れの時期別に設定し，生育と温度の関係を調査した。

　1　品種フユールバーークを！葉期から110El間（12月10日から3月20日まで）夜這5。，10Q，

15Qおよび20。C（姦智20。C）で栽培した。その結果，苗の生育は低夜混ほど遅れた。とく

に夜温が10。C以下で遅れの程度が著しかった。

　2　品種サーモンピンクを6～7葉期から144Ei問（8月22日から1月13；三1まで）昼温30Q

C，夜温25。Cと昼夜温20。Cで栽培した。その結果，昼温30。C，夜温25。Cにおける地上部

の生育および花蕾の発達は昼夜温20。Cのそれらに比較して明らかに抑えられた。しかし花

蕾数は前者が後者に対して明らかにまさった。

　3　開花初期の三種フユールバークを二二5。，10Q，15Qおよび20。C（昼温20。C）で45日

閥（12月1βから1月14i三1まで）栽培した。その結果，開花速度は夜温が低くなるにしたが

って遅れた。とくに処理開始時で発達が遅れていた花蕾においてその傾向が著しかった。こ

れに反して花の寿命は低夜這ほど明らかに増大した。

　4　低滋による回禄的障害の限界を確めるために，品種フユールバークおよびピュアホワ

イトの開花掴体を2。50，0。，一2Qおよび一4。Cで2時閥処理した。その結果，障害を生じな

い隈界温度は花弁および花苗で約OQC，葉で約一1。C，塊茎で約一2。Cであると推定された。

　5　以上の結果をもとに，実際栽培における温度管理について考察した。

　謝辞　本実験を行なうに際し，御指導をいただいた当学部高橋敏秋教授に対し，また実験

の遂行にあたり御援助をいただいた研究室の各位：に紺し厚く感謝の意を表します。
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                 Studies on the Cultivation of Cyclamen

          Ⅱ. Effect of Temperature on the Growth of Cyclamen

                         By Masaaki NAKAYAMA

       Laboratory of Olerlculture and Floriculture, Fac. Agric., Shinshu Univ.

                                Scagnegifgary

    To examine the effect of ternpera'tu,re on the growth of cyclamen, four experi-

ments were carried out under the conditiens of which each stage of juvenile, adult

and fiowering was regulated by temperature as meet with course of the practical

culture.

    1) Cyclamen cuitivar, "Vuurbaak" was grown at the night temperatures of 50,

100, 150 and 200C (200C at the day) respectively, for 110 days (from December 10

to March 20) from the stage of one ieaf. The growth of seedlings delayed with Iow

night temperature, and the degree of delay was more conspicuous at below 100C.

    2) Cyclamelt cultivar, "Salmon Pink" was grown at 3eOC day and 250C nlght,

and at 20eC day and night respectively, for 144 days ('from Augtist 22 to January

13) from the stage of 6-7 leaves. The top growth and fiower bud development were

evidently inhibited at 300C day and 250C nig'ht compared with another temperatures,

however, number of flewer bttds in the former was superior to that in the latter.

    3) Cyclamen cultivar, "Vuurbaak" which reached in the early stage of flower-

ing was kept at the night temperatures of 50, 100, 150 and 200C (200C at the day)

respectively, for 45 days (from December 1 to january 14). The pace of fiowering

delayed with each decrease of 5eC in nlght temperature. Especially the trend was

more remarl<ably oR the flower bud whose development had delayed at the starting

time. On the contrary, the loRge.vity of fiower was obviously increased as the night

temperature became lower. '
   4) Flowering cyclamens of cultivars "Vuurbaak" and "Ptire White" were treated

for 2 hours at 2. 50, OO, -20 and -4eC respectively, in order to ascertain the limit

of direct damage by the low temperat"ure in winter season. From the results, it is

presumed that the critical low temperature at which no damage occur are about

OOC in both petal and fiower bud, about -leC in leaf and about -2eC in tuber,

respectively.

   5) Based on the results mentioned above, the author wiil discuss on the poiRt

at issue on temperature control in the practical culture of cyclainen in Japan.


